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はじめに －共助とコミュニケーション、そして「分かち合いの社会」へ－

共助の発展過程、とりわけ、その核となる共助組織成立には「意識の共有」が不可欠となる。意識を共有させ

るためには、何らかの形で意思の伝達 が行われなければならない。この意思の伝達により、人々

はその共通課題を認識し、共感したとするならば、互いの力を集結し、助け合おうと協力することになる。この

共助の源泉が「つながり」となりコミュニティの形成、すなわち「社会」を成す。他方で、今日「シェアリング

エコノミー」が進展しており、人々の「ウェルビーイング」を充足させているという。このウェルビーイング充

足は金銭面だけではない「つながり」も評価され、消費者と事業者の「価値共創」も重要な視点となり、「シェア

リング」の有用性を指摘できる。これらは「オルタナティブな社会」を目指そうと近年注目を集める「脱成長論

者」らの主張とも合致し、さらに「共助」の成立過程に必要な「意識共有」を含意する。本稿は、まず今日台頭

する「シェアリングエコノミー」の意味や意義、また急速な進展による混乱や課題に触れ、拡大する「シェアリ

ング」の領域を確認する。その上で、シェアリングエコノミーが与える「ウェルビーイング」の実態を示し、そ

の根本にある「シェアリング」と「オルタナティブ社会」との融合を見据え、総有論的意義と有用性による「共

助」と「社会」の新たな枠組みとなる「シェアリングソサイエティ」の可能性として論考を試みるものである。

シェアリングエコノミーの浸透

モノや場所を所有せずに「共有」する仕組みとして、シェアリングエコノミー が進展してい

る。シェアリングエコノミーは、アメリカ西海岸のシリコンバレーにおいて、自宅の空き部屋がある人と宿泊し

たい人をつなぐ民泊仲介サービス「 （エアビーアンドビー）」（ 年開始）や、移動を求める人と自家用

車運転手をつなぐ配車サービス「 （ウーバー）」（ 年開始）等により注目されるようになる注 。この背景

には情報技術の発展、中でも 年のアップル社「 」の登場による影響が大きいといえよう。その翌年グ

ーグル社開発のオペレーティングシステム 「 」を搭載したスマートフォンが登場し普及すると、

年には （配車サービス）や （ペットホテル代役となるペットシッター登録サービス）、

（自家用車不利用時に貸し出すサービス）等のインターネットを通じたサービスが展開されることとなる注 。

シェアリングエコノミーによる“シェアリングシティ”構想

日本でもスマートフォン等の普及が進み、シェアリングエコノミーが認知され始めると、政府は、内閣官房

総合戦略室長（政府 ）の下にシェアリングエコノミー検討会議（ 年 月 日第 回会議開催）を設置し、

シェアリングエコノミーを活用した経済活動等について検討する機関を設けた。さらに、同検討会議による中間

報告書－シェアリングエコノミー推進プログラム－（ 年 月）がまとめられると、シェアリングエコノミ

シシェェアアリリンンググ““ⅩⅩ””のの領領域域

－－シシェェアアリリンンググソソササイイエエテティィをを見見据据ええ－－
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本本稿稿のの狙狙いい シェアリングエコノミーの急速な進展・発展は、社会や人々にどのような影響を与えたのか。特に日本で

は、人々に十分認知される前に新たな経済活動あるいは地域課題解決の手法として導入された。これらを整理し、「シェ

アリング」によって真に達成される「社会」とは何か、その可能性の提示を狙い論ずる。
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